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台風接近前対応
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「台風接近前」の対応として、以下の対応を行った。

 人身安全・設備安全の確保

 大型クレーン全台のブームの伏せ、資機材等の固縛・片付けを行い、クレーン
の転倒防止や飛散物の抑制を図った。

 建屋滞留水水位の上昇リスクを考慮し、あらかじめ、サブドレンピット水位設
定値を上げ、建屋滞留水との水位差の確保を行った。

また、建屋への雨水の流れ込み抑制のため、土嚢を設置した。

 電源車については、定例で稼働確認を行っており、有事に稼働できるようにし
ている。

 １号機原子炉建屋オペレーティングフロアのがれきについては、定期的な「ダ
スト飛散防止剤」の散布の実施だけでなく、接近前にミスト散水を実施し、ダ
スト飛散防止を図った。

 １０月１２日～１３日は、原則作業を中止した。

 態勢の確保

 発電所の初動対応のための要員約５０名に加え、不測の事態発生に対しても発
電所近傍に約１００名の社員を待機させた。

 台風通過後のパトロール要員として、約５０名の社員を確保し、通過後の１３
日午前中から、現場の安全状況を確認した上で現場パトロールを実施した。
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（参考）台風接近前対応状況写真

（６００ｔクレーン） （３５０ｔクレーン）

 クレーンのブーム伏せ状況

 大型土嚢設置状況
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台風通過後の被災状況（１）

 台風接近に伴う雨量の増加とともに、以下の通り、各建屋で漏えい警報が発生し
ている。（建屋の隙間から雨が吹き込む影響のため）

 いずれも、現場確認を実施し、汚染水の漏えいが確認されていないこと、漏えい
検出器付近に雨水が流入していることが確認されたため、当該警報の発生要因は
雨水によるものと判断している。（主要設備等への影響はない）

※上記事象の他、多核種除去設備建屋内に雨水の流れ込みが確認されたため、土嚢により流れ込みを抑制した。

No. 発生日時 警報発生事象 事象内容

1  2019/10/12 16:55
2号機廃棄物処理建屋中央エリア滞留水移送配管から
の漏えい警報の発生

2号機廃棄物処理建屋の建屋漏えい検知器が動作
（雨水流入による）

2  2019/10/12 19:25 既設淡水化処理設備建屋における漏えい警報の発生
既設淡水化処理設備建屋内の漏えい検知器が動作
（雨水流入による）

3  2019/10/12 20:22 プロセス主建屋における漏えい警報の発生
プロセス主建屋内の「油分分離装置処理水タンク設備」
の漏えい検知器が動作
（雨水流入による）

4  2019/10/12 22:02 増設多核種除去設備における漏えい警報の発生
増設多核種除去設備建屋内の「クロスフローフィルタＣス
キッド１，２近傍タメマス」漏えい検知器が動作
（上部の換気口等からの雨水流入による）

5  2019/10/12 23:19
6号機淡水化装置コンテナ内における漏えい警報の発
生

6号機淡水化装置コンテナ内の漏えい検知器が動作
（雨水流入による）

6  2019/10/12 19:56 プロセス主建屋近傍における漏えい警報の発生
プロセス主建屋近傍の「淡水化処理装置循環設備Ｂ系ト
ラフ」内の漏えい検知器が動作
（雨水流入による）

7  2019/10/12 21:57
プロセス主建屋近傍における漏えい警報の発生（循環
設備Ａ系）

プロセス主建屋近傍の「淡水化処理装置循環設備Ａ系ト
ラフ」内の漏えい検知器が動作
（雨水流入による）

8  2019/10/13 0:33
使用済セシウム吸着塔一時保管施設（第三施設）にお
ける漏えい警報の発生

使用済セシウム吸着塔一時保管施設（第三施設）の漏え
い検知器が動作
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台風通過後の被災状況（２）
 台風通過後パトロール結果

台風通過後のパトロールを１０月１３日午前中に実施し、その結果、

・処理水タンクの堰カバー（堰内雨水流入抑制用）の一部損傷（破れ）

・発電所敷地内の一部法面の崩落

が確認されたが、発電所運営上や主要設備に影響がある異常は確認されなかった。

 地下水・建屋滞留水管理

 1-4号建屋周辺エリア（8.5ｍ盤）の地下水位については、サブドレンピット水位設定
値（Ｌ値）を台風接近前に＋850ｍｍ（TP.550ｍｍ→TP.1400ｍｍ）上げ、建屋滞留水
水位（設定：TP.-1300ｍｍ）との水位逆転が発生しないよう対応を行った。

 各サブドレンピット水位は、台風通過直後で、降雨及び設定水位の変更などで平均約2
ｍの上昇が見られたが、現在は、設定水位を戻したことも相まり徐々に低下傾向にある。

 一方、建屋滞留水水位の上昇は最大870mm(1号機R/B)、平均400ｍｍ程度であり、水
位逆転はなかった。

 護岸エリア（2.5ｍ盤）の地下水位については、地下水ドレンピット水位が200ｍｍ
（TP.1600ｍｍ→TP.1800ｍｍ）程度上昇したが、地表面（TP.2.5ｍ）までは十分に余
裕があった。

 護岸エリアの汲み上げ量は、台風通過直後で約80m3/日から約350m3/日に増加したが、
汲み上げ能力内で対処可能であった。(護岸エリア最大汲み上げ能力:1000m3/日以上)

尚、万一の越流を考慮し、パワープロベスター（吸引車）1台は現場に待機していた。

（使用は無し）


